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定格総荷重表注意事項

定格総荷重のブーム角度は、ブームと水平面のなす角度を示し、ジブ角度はブームとジブのな

す角度を示します。

作業半径は、ブームのたわみを含んだ実際値に基づいていますので必ず作業半径を基準として

作業を行ってください。但しスーパーラフィングジブの作業半径は、40.9mブーム・45.5mブ

ーム・50.0mブームにスーパーラフィングジブを装着してジブ作業を行った時の値を示し、こ

れより短いブーム長さでのジブ作業はジブを40.9mブームに取り付けた時のブーム角度だけを

基準として行ってください。

ブーム長さ・ブーム角度・作業半径・ジブ角度が規定の値を超えた場合は、その規定の値と次

の規定の値の定格総荷重のうち小さい方の定格総荷重に従って作業を行ってください。

定格総荷重表の危険角度は、それ以下にブームを下げると無負荷でもクレーンが転倒したり、

機械の破損につながる角度を示します。

スーパーラフィングジブを装着したままでブーム作業（通常伸縮）を行う場合は、ブームの定

格総荷重表よりつり具の質量の他にブーム長さに応じて下表の荷重を差し引いてください。

なお、スーパーラフィングジブを装着したままでのブーム作業は、ブーム状態が通常伸縮時に

限ります。

4）

5）

6）

7）

8）

821-75001101821-75001101

ブーム・ルースタシーブ作業
ＳＬジブ・ＳＬジブ付ブーム作業

Ａ１～Ａ６、Ｂ１～Ｂ６、Ｃ１～Ｃ６
Ａ１～Ａ５、Ｂ１～Ｂ３、Ｃ１～Ｃ２

ブーム条件における性能範囲表

カウンタウエイトの取付状態

性　能　区　分

アウトリガ
張出幅
8.4m
7.4m
6.4m
5.4m
4.4m
3.4m
－

クレーン装着
Ａ１
Ａ２
Ａ３
Ａ４
Ａ５
Ａ６
Ａ１

キャリヤ格納
Ｂ１
Ｂ２
Ｂ３
Ｂ４
Ｂ５
Ｂ６
Ｂ１

無
Ｃ１
Ｃ２
Ｃ３
Ｃ４
Ｃ５
Ｃ６
Ｃ１

側　方

前後方

  1. 定格総荷重表は、機体を水平堅土上に、水平に設置した場合につり上げ可能な最大荷重を示し

ておりフック、その他つり具等の質量を含んだ値です。

 定格総荷重表中の太線で囲まれた部分の値は、機械の強度によって定められ、ほかは機体の安

定度によって定められています。

  2. 定格総荷重は、アウトリガの張出幅とカウンタウエイトの取付状態により次の様にＡ１～Ｃ６

のつり上げ性能に区分されます。

  3. 定格総荷重表に記載されている作業半径は、ブームおよびジブのたわみを含んだ実際値にもと

づいています。したがってクレーン作業は必ず作業半径を基準に行ってください。

  4. スーパーラフィングジブ（SLジブ）の作業半径は、44.0、48.0または52.0mブームにSLジブを

装着してクレーン作業を行った場合の値です。これ以外のブーム長さでジブ作業を行う場合は、

作業半径ではなくブーム角度を基準としてください。

  5. ブーム長さ、ブーム角度、作業半径、SLジブ長さおよび角度が規定の値をこえた場合は、その

規定の値と、次の規定の値の定格総荷重のうち小さい方の定格総荷重に従って作業を行ってく

ださい。

  6. 各作業状態におけるブーム危険角度は定格総荷重表に示す通りです。

 ブームを危険角度以下にすると無負荷でも転倒しますので十分注意してください。

  7. SLジブを装着したままでブーム作業を行う場合は、ブーム用定格総荷重から、つり具等の質量

の他にさらに7.6tonを差し引いてください。なお、この状態ではルースタシーブを使用しない

でください。

  8. ルースタシーブによるクレーン作業の場合は、ブーム用定格総荷重の値からブームに取付けら

れている吊り具等の質量を差し引いて、7.8tonを上限に定格総荷重を算出します。さらにその値

から7.8tonフックの質量（250kg）とそのつり具の質量を差し引いた値を定格荷重としてルース

タシーブ作業を行ってください。

  9. 総荷重が70tonをこえる場合は重荷重装置（130tonフック＋シーブブラケット）を使用してくだ

さい。

 

10. 各ブーム長さに対する標準巻掛本数は定格総荷重表に示す通りです。標準以外の巻掛本数を使

用する場合は、ワイヤロープ１本当たり76.4kN (7.8tf)を限度としてください。

11. クレーン作業は風速10m/secまで可能ですが、比較的弱い風の場合でも受風面積の大きい荷重

を取扱う場合は特別な注意を払ってください。

12. 定格総荷重をこえる作業を行った場合、および正しい使い方を行わなかった場合は転倒または

破損します。この場合本機の保証はいたしません。
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